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特定非営利活動法人 

湘南 NPOサポートセンター 

令和７年度 事業報告書 

 

2025年 4月～2026年 3月 

(令和 ７年 4 月 1 日より令和 ８年 3 月 31 日まで) 

 

わたしたちは、組織や制度の壁を越え、人々がつながり

共に行動する市民社会をつくるため、NPO・自治体・企

業・大学等と連携し社会課題・地域課題の解決に向けて

活動しています。 

～一人ひとりが自分らしく暮らせるまちに～ 
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［事業運営に関する事項］    

特定非営利活動に係る事業 

（１）市民や市民活動団体及び地域活動団体の自立と連携を推進する事業 

ア 市民活動・地域活動の相談及びコーディネート事業 

・内   容  市民活動団体や地域活動団体の相談や援助の活動及びコーディネート、NPO伴走応

援プログラム、企業 NPO大学パートナーシップミーティング、他 

・日   時  随時 

・場   所  平塚市内 

・従事者人員  5人 

・対 象 者  市民、市民活動団体、地域活動団体等 

 ・支 出 額  504,230円 

 

イ ひらつか地域づくり市民大学の開催、人材育成・コーディネート（平塚市との協働事業） 

 ・内   容  第 13回ひらつか地域づくり市民大学の開催（地域づくりの人材育成） 

・日   時  12月 14日（土）、1月 24日（土） 

・場   所  平塚市八幡公民館 

・従事者人員  7人 

・対 象 者  平塚市八幡地区住民及び地域づくりに関心のある関係者 

・支 出 額  149,650円 

 

ウ ひらつか市民活動センター運営事業（平塚市との協働運営） 

・内   容  ひらつか市民活動センター管理等及び市民活動の推進 

・日   時  通年 

・場   所  平塚市内 

・従事者人員  11人  ※必要に応じて会員が支援 

・対 象 者  市民、市民活動団体、地域活動団体、及び関係各機関等 

・支 出 額  20,465,678円 

 

エ 農福連携マッチング等支援事業（神奈川県との協働事業） 

・内   容  神奈川県と共に障がい者の就労機会の確保・工賃向上、農業の担い手の確保という

課題を解決するため、農福連携の推進が必要であるという課題を共有し、協働で事

業を実施するに当たり、農福連携の推進を通じて、誰もが支え合い、受け入れ合う

持続可能な共生社会の実現を図る 

・日   時  通年 

・場   所  平塚市内 

・従事者人員  ４人 

・対 象 者  農業者、障がい者支援団体、及び農福連携に関心のある市民 

・支 出 額  1,039,635円 
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オ かながわ水産業福祉連携推進事業 

 ・内   容  障がい者、高齢者、生活困窮者といった幅広い福祉の支援を要する者を水産業（水 

産加工、漁業）の担い手の一端に位置づけ、福祉部門と連携しながら水産業の担い 

手を増やし、就労・雇用の確保につなげるとともに、障がい者、高齢者、生活困窮 

者が生涯を通じて地域で活躍できる仕組みづくりを行う 

 ・日   時  通年 

 ・場   所  神奈川県（相模川以西の地域及び茅ケ崎市） 

 ・従事者人員  4人 

 ・対 象 者  水産業関係者、障がい者支援団体、高齢者支援・生活支援（者・団体）及び関 

         心のある市民 

・支 出 額  7,027,046円 

 

カ 地域づくり支援事業（まちづくり夜語り＠小さな勉強会・共創のまち育てフォーラムの開催） 

・内   容  地域づくりの中間支援者として、地域コーディネーターのスキルアップを図るため

の勉強会の開催、及び地域を共に創っていくために必要となる様々な関係者とのつ

ながりや支え合いの仕組みを一緒に考えるためのフォーラムを開催 

・日   時  令和 8年 3月 21日（金）・3月 22日（土） 

・場   所  平塚市内 

・従事者人員  4人 

・対 象 者  地域づくりに関心のある市民、市民活動団体、平塚市及び近隣市町村民 

・支 出 額  277,992円 

 

（２）市民活動や地域活動及び地域社会の情報化やまちづくりの支援事業 

ア PRサポート事業 

・内   容  市民及び市民活動団体、地域活動団体、事業者等が発行するチラシやリーフレ 

ットの相談・制作。WEBサイト構築に関する相談と助言及び制作 

・日   時  通年 

・場   所  平塚市内及び近隣市町村 

・従事者人員  4人 

・対 象 者  市民、市民活動団体、地域活動団体、自治会、市内中学校 PTA、事業者等 

 ・支 出 額  1,105,643円 

 

 イ ＩＴの利活用についての相談・助言 

・内   容  市民・市民活動団体に向けて PC・スマホ・タブレットの使い方をサポートする 

 ・日   時  毎週木曜日 10:00~12:00 全 45回実施 

 ・場   所  ひらつか市民活動センター 

・従事者人員  4人 

・対 象 者  市民、市民活動団体、地域活動団体 



- 4 - 

 

 ・支 出 額  69,534円 

 

 ウ ローカルメディアを活用した平塚地域及びその周辺の魅力ＵＰ発信事業 

・内   容  ひらつか地域魅力ネットの運営 

主に平塚市域の魅力的な人・場所・コトを取材しWebサイトで紹介する 

 ・日   時  通年 

 ・場   所  ひらつか市民活動センター 

・従事者人員  3人 

・対 象 者  市民、市民活動団体、地域活動団体、事業者 

 ・支 出 額  ０円 

 

（３）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 ア 農業者の暑熱環境に関するヒアリング調査事業（神奈川県） 

 ・内   容  神奈川県では、今年の猛暑により過去最高の熱中症搬送者数を記録した。特に、一 

次産業従事者の平均年齢の高い農業分野において、農作業に従事する際の暑熱環境 

についてヒアリング調査・分析を行い報告する 

 ・日   時  1月～3月 

 ・場   所  JA湘南管内 

・従事者人員  10人 

・対 象 者  JA湘南管内農業者 

 ・支 出 額  1,301,894円 

 

尚、事業の詳細は【別紙】に記載する。 
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［令和 7（2025）年度事業報告］ 

事業総括 

 

理事長 坂田 美保子 

 

法人設立から 13年（登記：2013年 3月）が経過しました。 

この間、神奈川県や市外市町からの依頼・委託事業が増え、地域の多様な主体をつなぎ、協働を生み

出す“中間支援組織”としての役割を改めて確認する機会が多くありました。 

こうした状況を踏まえ、令和 7年度は組織基盤をより確かなものにするため、各種規約・規定の整備

や情報発信の再構築に向けて、理事会を中心に取り組んできました。 

現在、地域社会ではこれまでにないほど中間支援力の必要性が高まっています。地域づくりや市民活

動の推進、農福連携・水福連携など、多様な分野で求められるコミュニケーション力や調整力は、私た

ち中間支援組織が得意とするところです。だからこそ、期待に応えられるよう、組織の足元を見つめ直

し、力を蓄えていく一年となりました。 

地域の課題は依然として多様化・複雑化しており、関係団体との連携・協力の仕組みづくりはますま

す重要になっています。行政、社会福祉協議会、さまざまな支援機関とつながりながら、今年度も滞り

なく事業を実施できたのは、会員および関係諸団体の皆さまのご理解とご協力のおかげです。 

心より感謝申し上げます。 

次年度も引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

（1）市民や市民活動団体及び地域活動団体の自立と連携を推進する事業 

ア 市民活動・地域活動の相談及びコーディネート事業 

・相談事業 市民活動団体の相談対応 

団体の運営、NPO法人の設立、申請書・報告書の書き方、事業計画の立て方、事業の進め方、助成

金の申請など、適宜対応した。※ひらつか市民活動センターの相談件数参照 

 

・神奈川県との協働「企業・NPO・大学パートナーシップミーティング in平塚・大磯・二宮」 

 神奈川県・平塚市・大磯町・二宮町との協働開催 

 日時：令和 8年 1月 21日(水)14:00～17:00 

 参加人数 46名（企業４社６名、NPO等 15団体 16名、教育機関１名、オブザーバー４名） 

 開催報告：https://www.pref.kanagawa.jp/documents/7929/r7jisshikekka.pdf 

 

・神奈川県「NPOの組織基盤強化のための伴走支援事業」（県内中間支援組織の連携）として参画 

 組織の継続・基盤強化に取り組む意欲のある神奈川県内の NPO 法人を対象にした伴走応援プログ

ラム。（令和７年度はエントリー20団体） 

担当団体：NPO法人イランの障害者を支援するミントの会 

報告書：https://www.pref.kanagawa.jp/documents/109610/2025_nsapo_houkokusyo.pdf 

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/7929/r7jisshikekka.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/109610/2025_nsapo_houkokusyo.pdf
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イ 平塚市との協働事業：ひらつか地域づくり市民大学の開催、地域人材の育成、コーディネート 

・第 13回ひらつか地域づくり市民大学の開催 

「地域を支える仕組みをみんなで育てる」～2030年代を見据えた、共感・育み・仕組みづくり～ 

日時： 第 1回 令和 7年 12月 14日(日)13:30～16:00 参加者 20名 

第 2回 令和 8年  1月 24日(土)13:30～16:00 参加者 25名 

会場：平塚市八幡公民館 

     「ひらつか地域活動の仕組みづくり note」を基に、地域の方々との意見交換を通して、 

これからの仕組みづくりの実装化をめざした学びの場とした。 

 

ウ ひらつか市民活動センター運営事業 

１ 実施業務 

ひらつか市民活動センターの設置及び管理等に関する条例及び施行規則に基づき、ひらつか市民活動

センターの管理等に関する業務全般を行った。 

  

（１）市民活動推進のための施設及び設備の利用について 

 【新規登録件数】                

市民活動団体 15団体 

一般団体 10団体 

 【会議室等利用状況】  

【会議室の稼働率】 

   

 

 

 

＜施設利用状況の概況＞ 

 ・年間：利用団体数は前年度比 101.5%、利用人数は前年度比 102.4% 

・上期：利用団体数は前年度比 105.5%、利用人数は前年度比 107.5% 

・下期：利用団体数は前年度比 98.0%、利用人数は前年度比 98.0% 

年度 午前 午後 夜間 全体

2025年度 85.5% 85.7% 62.4% 77.9%

2024年度 85.0% 84.5% 56.6% 75.4%
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四半期別にみると、 

・第一四半期：利用団体数は前年度比 109.9%、利用人数は前年度比 109.9% 

・第二四半期：利用団体数は前年度比 107.3%、利用人数は前年度比 105.3% 

・第三四半期：利用団体数は前年度比 96.5%、利用人数は前年度比 105.3% 

・第四四半期：利用団体数は前年度比 99.5%、利用人数は前年度比 88.5% 

 

・会議室の稼働率は、全体で 77.9％（前年度 75.4％）であり、時間帯別でみると 

午前 85.5％(同 85.0％）・午後 85.7％（同 84.5％）・夜間 62.4％（同 56.6％）となった。 

会議室の利用実績については、市民活動登録330団体の内131団体が1回以上利用（40.0%）、 

一般団体登録 130団体の 55団体が 1回以上利用（42.3％）している。 

作業スペース・情報スペースの利用減は令和 5年度より２年連続の傾向であり、印刷物等の 

情報の電子化の影響も一因と思われる。 

 

  ・印刷機、複写機及びプリンターを使用した場合の使用料、たすけ愛文庫等の寄附金額 

  【収納額】  

 印刷機 複写機（コピー機） プリンター たすけ愛文庫等の寄附金 

通期 135,090円 123,340円 14,940円 122,484円 

 

（２）市民活動に関する情報の収集及び提供 

  ア Webサイト・メールマガジン・ＳＮＳ等による情報発信 

   【活動センターWebサイト 2026年 3月末までアクセス状況】 

    ・計測期間：R7年度 2025/4/1～2026/3/31（365日）  

・比較期間：前年同時期 2025/4/1～2026/3/31（365 日）  

・ページビュー数（期間中に閲覧されたページの数）  

今期：133,242回  1日あたり：365.04回（前期：125,730回  1日あたり：344.46回） 

・ユーザー数（期間中にサイトに訪れた人数）  

今期：47,295人  1日あたり：129.57人（前期：44,035人  1日あたり：120.64人） 

   【メールマガジン】 

・毎月 10日発行（256号/3月発行）登録数：402名 

   【ＳＮＳ等】    

・Facebook：フォロワー388人（R7前期 9月末フォロワー：377人） 

    ・YouTube：登録者数 114人（前年度末：114人） 

 

  イ 情報紙（ひらつかの風）の発行（年 6回／隔月発行） 

   44号（5/15）、45号（7/15）、46号(9/15)、47号（11/15）、48号（1/15）、49号（3/15） 

 

ウ ボランティア情報紙（ひらつかの空）の発行（年 1回） 

   掲載情報（19団体） 11/15発行 



- 8 - 

 

（３）市民活動に関する調査及び研究 

  ア センターを利用するものへのアンケート調査（年 1回）  

    ・1月 15日から 12月 20日の期間で「市民活動団体の現状に関する」アンケートを実施した。 

回答数：169団体（前年度 164団体） 

報告書：5/15発行のひらつかの風 50号にて配布。個人情報を配慮した上でWeb上でも公開 

  ・一方、災害時への協力については 9月の調査時点で 58団体が協力できるという回答であったが 

今回のアンケート結果では 68団体が協力できるとあった。 

 

（４）市民活動に関する相談及び相談記録の作成 

【相談件数】 249件 （内専門相談 129件） 

【一般相談について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【専門相談について】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 2025年度 2024年度 前年差

ボランティア関連 13 15 ▲２

市民活動団体を知りたい 19 16 3

センター登録関係 7 11 ▲4

団体をつくりたい 2 4 ▲2

NPO法人を設立したい 0 1 ▲1

助成金に関する相談 4 2 2

組織運営に関する相談(運営・会計・広報・他) 2 2 0

協働に関する相談 1 0 1

その他 18 16 2

団体登録に関する相談 33 47 ▲14

フォロー 21 7 14

一般相談合計 120 121 ▲1

一般相談合計

項目 2025年度 2024年度 前年差

資金調達 2 11 ▲9

組織運営 14 19 5

情報・広報 2 8 ▲6

法人設立 5 10 ▲5

会計・税務 12 10 2

連携・協働 7 9 ▲2

その他 55 36 19

フォロー 32 16 16

専門相談合計 129 119 10

専門相談合計
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（５）市民活動に関する学習の機会及び市民活動を行うものの相互交流の機会提供 

  【市民向け講座】 

  ●どまのまど（何かやりたい人の掘り起こしとつながりの場）全 6回開催 

   (1) 5月 27日(火)18：00～19：00 参加者 11名（他課市職員 2名含）、スタッフ 3名 

     登壇者：柳 祐輔氏（ニュードコットン代表） 

   (2) 7月 29日(火) 18:00~19:30 参加者 12名 スタッフ 5名 

     登壇者：杉山 勇人氏（伊勢兼商店社長） 

（3）9月 29日(月)18:00~19:30  参加者 11名（他課市職員 2名含む）スタッフ 5名 

     登壇者：池田 一彦氏（ちがさきこども選挙発起人） 

(4) 11月 25日(火)18:00~19:30 参加者 7名（市及び他市職員 3名含む）スタッフ 5名 

    登壇者：宇佐美 陽子氏（ママぎゅっと代表） 

(5) 1月 27日(火)18:00~19:30 参加者 5名 スタッフ 4名 

          登壇者：渕田 貴寛氏・幸恵氏（草木循環 Labo） 

   (6) 3月 26日(木)18:00~19:30 参加者 2名、スタッフ 6名 

     登壇者：二宮 雄岳氏（地域コミュニティ共創コーディネーター） 

 

  【市民活動応援講座】 

  ●広報講座 

   (1)「市民活動団体のための広報講座」第 1回 

     11月 30日(日)10:00~12:00 参加者 8団体 9名、 

     講師＆アドバイザー：北原 まどか氏(認定 NPO法人森ノオト理事長) 

   (2) 「市民活動団体のための広報講座」第２回 

     1月 17日(土)10:00~12:00 参加者 7団体 10名 

     講師＆アドバイザー：北原 まどか氏(認定 NPO法人森ノオト理事長) 

   （3）「市民活動団体のための広報講座」第 3回 

          2月 21日(土)10:00~12:00 参加者 6団体 8名 

          進行：センタースタッフ 

  ●あったらいいな！こんな場所 やりたいことを実現するための拠点づくり講座 

     12月 13日(土)13:30~15:30 参加者 14名 

     事例紹介・にじカフェ：銭坂 則子氏、わってらか：五十嵐 敦子氏 

 

【交流会の開催】 

 ●第 3回支援者間交流会（社協との共催） 

    7月 10日(木)14:00～16:30 参加者 35名（市職員 8名含）、平塚市社会福祉協議会 2名 

    講師：NPO法人 親がめ 理事長 塚原 泉 氏 

●第 4回支援者間交流会（社協との共催） 

     12月 10日(水)13:30~16:00 参加者 36名、平塚市社会福祉協議会 2名 

講師：認定 NPO法人 自立生活サポートセンター・もやい 理事長 大西 連 氏 
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  ●第 5回防災座談会 

     9月 20日(土)14:00~16:30 参加者 26名(16団体 22名 他:3団体 4名、他市職員 1名 

講師：平塚市災害対策課 大平 啓太 氏                   取材 3名） 

   

 （６）【市民活動の普及のためのイベントの実施】 

  ●ひらつか市民活動センターまつり 

    実行委員会・発足 6月 13日(金) 13団体・13名 

    第１回実行委員会 6月 13日(金) 18:00~19:30 12団体・12名、学生 1名 推進課 2名 

    第 2回実行委員会 7月 11日(金)  18:00~19:30 12団体・12名、学生 1名 推進課 3名 

    第３回実行委員会 ８月 ８日(金)  18:00~19:30 13団体・13名、学生 1名 推進課 3名 

    第４回実行委員会 9月 12日(金)  18:00~19:30 10団体・10名、学生 1名 推進課 3名 

    第５回実行委員会 10月 10日(金) 18:00~19:10 12団体・13名、学生 1名 推進課 3名 

    第６回実行委員会 12月 12日(金) 16:30~17:30 10団体・10名、学生 1名 推進課 2名 

      開催日：11月 23日（日）10：00～15：00 参加者数：延べ 4,034名 出展団体：52団体 

   

●特定非営利活動法人の会計・税務相談会の実施（年１回） 

    会計・税務相談会 開催日：2月 12日（木）18：00～20：00 参加者 4団体 5名 

税理士：徳永氏・小原氏 

 

【市民活動に係る人材の育成】 

  ア 若者のボランティア参加を促進する事業 

●こどもわくわくフェスタ 2025 ＊崇善公民館との共催事業 

   市民活動・地域活動への新たな担い手育成と市民活動団体のノウハウや専門性の PRを目的とし

て「第 3回こどもわくわくフェスタ」を実施した。3回目とあって地域に定着しつつあり、子ど

もはもとより保護者のボランティア活動や市民活動に対する関心度も高く、新たな市民活動への

参画も期待できる。 

   開催日：7月 26日（土）10:00～14:30（準備 8：45～片付け 16：00） 

参加者数：延べ 1,634名(一般：延べ 1,543名/団体：延べ 91名)  出展団体：15団体 

対象：崇善・松原地区の小学生及び就学前の弟妹、地区外の子ども、保護者 

    ・参加団体説明会 4月 25日（金）18:00～19:00 参加団体説明会 8団体 

    ・前日準備 7月 25日（金）15:00～17:00 

 

イ 市民の市民活動参加を促進する事業 

●「市民活動のはじめ方講座」3月 21日(土)10:00～12:00 参加者 11名、講師 1名 

 講師：NPO法人湘南 NPOサポートセンター 理事長 坂田 美保子 

 

（７）その他市民活動の推進に関すること。 

   ア 市との情報共有（センター運営状況の報告等）（毎月１回） 
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   ・情報共有は開館時随時実施 

・ひらつかの風（市民活動情報紙編集会議：隔月） 

・センターまつり実行委員会（6月～12月／月 1回） 

・市と湘南 NPOサポートセンター理事会との情報共有・交換（四半期毎に実施） 

   ・スタッフミーティングの実施（毎月 1回） 

4月 7日(月)・5月７日(水)・6月 6日(金)・7月 9日(水)・8月 7日(木)・9月 5日(金) 

10月 6日(月)・11月 5日(水)・12月 5日(金)・1月 7日(水)・2月 6日(金) 

 

イ 市との会議（センター運営に関する法人理事会との打合せ） 

 ・第 1回 6月 6日(金)、第 2回 9月 16日(火) 

 

ウ センターの清潔さの維持のための最低限の清掃・随時実施 

   

エ その他、市が参加を必要とした関係機関等のイベントなどへの参加 

●平塚市緑化まつり出展 場所：平塚市総合公園(南側はらっぱ) 

・市民活動センター出張ブース(市民活動/ボランティアに関する相談) ・たすけ愛文庫  

釣りゲーム(崇善公民館より借用) 

 4月 27日（日）9:00～15:00 来場者数：594名 

来場者内訳・釣りゲーム 390名 (バッジ 195個配布、来場者数算出方法 195×2＝390人)  

たすけ愛文庫：204冊 

●TOKAIグローカルフェスタ出展：東海大学湘南校舎 

・たすけ愛文庫、釣りゲーム(崇善公民館より借用)、市民活動/ボランティア相談 

10月 11日(土) 9:30～15:30 たすけ愛文庫寄附額 3,810円   

 

２ 業務内容を履行するための要件に対する対応 

（１）常時２名をセンターに配置し、業務内容に応じ増員をした 

・湘南ひらつか七夕まつり開催に伴い、令和７年 7月２日(水)午前 9時から 7月７日(月) 

17時までの期間を休館とした。 

 

（２）ひらつか市民活動センターのホームページを適切に管理・運営した。 

 ・市民活動団体情報ファイルを団体自身が編集できるよう引き続きサポートを行った。 

 

（３）平塚市立崇善公民館との複合施設を活かし、同館との連携を推進した。 

  【相互利用実績】  

    

 

 

 

崇善公民館→ｾﾝﾀｰ 上期 下期 通期

令和7年度 35 27 62

令和6年度 18 22 40

令和7年度 140 89 229

令和6年度 332 93 425

ｾﾝﾀｰ→崇善公民館 上期 下期 通期

令和7年度 76 46 122

令和6年度 76 106 182

令和7年度 555 312 867

令和6年度 608 800 1,408

団体数

利用人数

団体数

利用人数
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（４）必要に応じて関係機関や専門家等との連携・調整を行った。 

 【関係機関や専門家との連携実績】 

 ・神奈川県及び県内中間支援組織との連携（主催：一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわ） 

「かながわ NPO伴走応援プログラム」 組織の継続・基盤強化に取り組む意欲のある神奈川県内の

NPO法人を対象にした伴走応援プログラム。（令和７年度はエントリー20団体） 

担当団体：NPO法人イランの障害者を支援するミントの会 約 8か月間の伴走支援を行った。 

 

 ・神奈川県「NPO・企業・大学とのパートナーシップミーティング事業」 

（神奈川県・平塚市・大磯町・二宮町との協働開催） 

  期日：令和 8年 1月 21日(水) 14:00～17:00 

参加人数：46名（企業４社６名、NPO等 15団体 16名、教育機関１名、オブザーバー４名） 

 

 ・平塚市社会福祉協議会との連携 

ボランティア情報、活動団体の情報提供、防災連携等適宜情報交換を行った。 

センター事業 ①防災座談会への協力 ②支援者間交流会の共催 

 

 ・包括支援センターゆりのきとの連携 

  地域福祉に関する情報の共有、相談内容（個人情報は省く）の共有など、適宜情報交換を行った。 

  ・崇善公民館、崇善地区自治会連絡協議会との連携 

   会議室の相互利用・事業の共同開催・協力。崇自連との情報交換、崇善地区小地域ケア会議への

出席、地域課題の共有 

*崇善地区社会福祉協議会より、地域活動の高齢化・担い手不足に向けた講演依頼（11/22） 

*第 60回崇善公民館まつりに出展 

(2/28たすけ愛文庫、3/1たすけ愛文庫、たすけ愛バザー11,360円) 

 

  ・神奈川県内の支援センターとの連携 

神奈川県主催の CEOミーティングの他、各支援センター間で必要に応じて情報交換を実施した。 

令和７年度神奈川県 CEOミーティング：2名参加 9月 9日（火）14:00～17:00 

 

３ 事業総括 

（１）センター登録団体の概況 

令和 7年度３月末日時点での登録数は、市民活動 326団体、一般 122団体、合計 448団体と 

なっている。市内 3施設（青少年会館、教育会館、勤労会館）の統合及び中央公民館の休館等 

で活動の場を失った団体からの相談が増加したが、登録件数については登録抹消及び新規登録 

の結果、大きな変化はない。 

 

（２）委託契約書による事業の進捗状況 

契約書の内容に従い、市民向け講座など各事業、定期刊行物発行、協働推進課との定期的な情報共
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有等々､上期は遅滞なく履行できた｡ 

 

（３）人材育成（スタッフ研修） 

①センター主催講座及び事業への参加 

こどもわくわくフェスタ、支援者間交流会、防災座談会等、どまのまど等。団体と共に参加し学ぶ

ことで団体の現状把握、相談力向上に努めた。 

②湘南 NPOサポートセンターとして県の委託事業（かながわ NPO伴走応援プログラムへの参画（２

年目）、神奈川県 NPO・企業・大学パートナーシップミーティング参画（3年目））を受託。NPO

の伴走支援を実践することで、中間支援組織の職員としての学びを深めた。 

③団体活動の現場訪問。情報紙「ひらつかの風」では、取材した団体の情報をまとめ掲載。活動の現

場に出向くことで、活動の様子を直接知ることができ、団体との距離感が縮まる。読み手にわかり

やすい文章を書くことはスタッフにとっても大きな学びになっている。 

④スタッフミーティングにて、①基本的な ICTを学ぶ研修（4月）、②連携・協力の仕組みを学ぶ研

修（9月）を実施した。 

⑤神奈川県の「相談対応力向上研修」(1月 23日実施)にスタッフ 2名出席。講義とグループワーク

形式で県内ボランタリー活動支援施設が相談対応できるテーマを広げ、地域中間支援施設としての

ソフト面での支援内容を充実させることを目的とした。 

 

（４）NPO/市民活動団体支援の現状から 

  ① 年末にかけて実施した団体の現状に関するアンケートの調査結果から、団体の高齢化、事業継承、

担い手不足は継続した課題ではあるが、20年以上に渡って活動して来られた団体はそれを受け止

めつつ、今できることに力を注ぐ、という現状が伺えた。一方で 40～50代を中心とした団体は

組織基盤強化に対する関心度が高く、また資金調達にも課題を抱えている様子が見えた。 

②平塚市社会福祉協議会との共催による「支援者間交流会（2年目）」は、2月に 4回目を実施した。

参加者の満足度も高く、支援者間ネットワークの強化への期待が高まっている。 

地域の課題が多様化・複雑化している中、団体等との連携・協力により課題解決のきっかけにつ 

ながることを期待したい。次年度も継続して実施する予定。 

また、防災連携の推進については団体の意識の向上が見られた。次年度は団体連携力を高めるた 

め、連携の可視化に向けて取り組む。 

③新規事業「どまのまど」は、参加者からの期待がある一方で参加人数が延びず、次年度は企画の 

練り直しを行う。ニーズはあるため定期的に開催し新たな人財の発掘につなげたい。 

  ④年齢によって市民活動に関する意識や行動に違いがあるため、コーディネートする際はニー 

ズを的確に把握し情報提供することが重要である。また地域活動団体からの相談も増加の 

傾向にあるため、中間支援組織として役割の強化に努めていきたい。 

以上 
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エ 農福連携マッチング等支援事業（神奈川県） 

●就農体験会（お試しノウフク）の企画・運営 

農家を講師として、障がい者が農作業（野菜の袋詰め、収穫）を体験することができる就農体験会

（お試しノウフク）を開催しました。 

就農体験会（お試しノウフク）には、農福連携コーディネーターを派遣し、農家と障害福祉サービ

ス事業所等とのマッチング（契約）の場を兼ねました。 

開催地域：ＪＡ湘南が管轄する平塚市・伊勢原市・大磯町 

 

 ●お試しノウフク（８件） ※ＪＡ湘南が管轄する平塚市・伊勢原市で開催 

(1)期日 ５月１４日（水）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「関谷農家」平塚市 

      作業内容「ドライフラワー用植物の栽培準備」   

(2)期日 ６月６日（金）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「大森農家」平塚市  

作業内容「玉ねぎのカット及び袋詰め」   

 (3)期日 ６月１１日（水）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「笹尾農家」平塚市 

作業内容「ニンジンのヒゲ取り・袋詰め」   

 (4)期日 １０月３日（金）事業所「キルクももはま」平塚市×「田中農家」平塚市 

作業内容「キュウリの摘心」   

 (5)期日 １２月２４日（水）事業所「グランズ平塚」平塚市×「平田農家」平塚市 

作業内容「イチゴの調整作業」   

 (6)期日 １月１３日（土）事業所「キルクももはま」平塚市×「関谷和彦農園」平塚市 

      作業内容「農地賃借による野菜栽培」   

(7)期日 １月２８日（水）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「風間農家」平塚市 

      作業内容「サトイモの調整作業」   

(8)期日 ２月２日（月）事業所「Ｇサポート湘南」平塚市×「風間農家」平塚市 

      作業内容「サトイモの収穫作業」   

 

●お試しノウフク実施の様子（抜粋） 

■マッチング成立（６件） 

  お試しノウフクをとおして、以下の６件がマッチング（契約）に至りました。 

(1)期日 ５月２８日（水）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「関谷農家」平塚市 

     契約内容 ドライフラワー用植物の栽培・他 

(2)期日 ６月 ６日（金）事業所「レインツリー伊勢原」伊勢原市×「大森農家」平塚市 

5/14事業所「レインツリー伊勢原」 6/6 事業所「レインツリー伊勢原」    6/11 事業所「レインツリー伊勢原」 

農家「関谷農家」           農家「大森農家」             農家「笹尾農家」 
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      契約内容 タマネギカット・タマネギ袋詰め・エダマメ鞘取り・サツマイモの土落とし・ 

長ネギの皮むき・サトイモの根取り・ 等 

(3)期日 １０月１０日（金）事業所「キルクももはま」平塚市×「田中農家」平塚市 

契約内容 キュウリの摘心・小松菜の播種、肥料散布・等 

(4)期日 １月１３日（火）事業所「キルクももはま」平塚市×「関谷和彦農園平塚市 

      契約内容 農地賃借による野菜栽培 

(5)期日 ２月１２日（木）事業所「Ｇサポート湘南」平塚市×「風間農家」平塚市 

      契約内容 里芋のけば取り、サイズの選別 

(6)期日 ２月２６日（木）事業所「Ｇサポート湘南」平塚市×「風間農家」平塚市 

        契約内容 里芋の収穫、弁当食材の提供 

 

●新規就労者数 

   新規就労者延べ人数 ６０８名（２月末現在） 

  

 ●普及啓発・広報関連について 

・農業新聞で、大森農家の農福連携の取組みが紹介されました。（８/２） 

・JA中央研究会にて県共生推進本部室職員と共に農福連携について講演 

（８/２０） 

・JA湘南地域TAC職員に向けて農福連携について講演（９/１１） 

  ・お試しノウフク開催チラシを作成・配布（９月） 

 ・農福連携ののぼり旗を追加作成し各農家・施設に設置  

  ・平塚市の社会実験「平塚駅周辺地区将来構想」に基づいた道路空間 

の整備で、農福マルシェを開催（１０/１９）  

  ・ひらつか市民活動センターまつりで平塚ライオンズクラブも協力 

して、農福マルシェ実施（１１/２３） 

  ・農福連携推進会議実施（リアル・オンラインハイブリッド形式） 

（１２／２６） 

  ・神奈川セルプセンターの農福セミナーへのビデオ出演（１/１６） 

 

 

 

 

 

 

・農福連携推進会議 実施（オンライン形式）（２／２３） 

・農福連携のHPを作成 ※県HPからも検索可 
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●活動の成果と課題 

・関係者のネットワークが深まり、LINEグループ（農福連携推進会議）を立ち上げ、随時情報交換ができ 

ている。そのため、お試しノウフクの依頼や農福マルシェなどへの参入が実施し易くなった。 

・JA湘南本部職員の働きかけで、TAC職員の意識が高まりつつあり、農家からの依頼が増えている。 

・農家、福祉事業所共に核となる人材ができ多方面で活躍されているので、農福連携の広まりに貢献でき 

ている。 例：JAやタウンニュースなどの広報誌や農業新聞などで農福連携をアピール 

・農福連携ののぼり旗を追加作成し各農家・施設に設置したため、より多くの方々に関心を持ってもらえ 

るようになってきた。ミニのぼり旗も作成予定。 

 

・現在、農家さんの依頼に対応できる福祉事業所が限定されている。福祉事業所が抱えている課題が要因 

となっていることもあり、その現状を理解するとともに障がい福祉課との相談・協力体制をつくってい 

きたい。 

・関係各位（JA湘南、福祉事業所等、行政）と協力し、農福のメリットを活かすよう情報発信を強化し新 

規開拓を促進したい。 

・農福連携の推進に向けて、農家・福祉事業所の協力を得て直売・農福マルシェを進めている。 

   農・福どちらにとってもメリットがあるため、波及効果を期待したい。 

＊福祉事業所の利用者の入れ替わりが多いので、農作業の適性を見極めるのが課題となっている。 

以上 

 

オ かながわ水産業福祉連携推進事業（神奈川県） 

障がい者、高齢者、生活困窮者といった幅広い福祉の支援を要する者を水産業(水産加工、漁業) 

の担い手の一端に位置付け、福祉部門と連携しながら水産業の担い手を増やし、就労・雇用の確保 

につなげるとともに、障がい者、高齢者、生活困窮者が生涯を通じて地域で活躍できる仕組みづく 

り（３年目）  

 

１．事業内容 

ア 研修講座（水産業者向け・コーディネーター育成・福祉事務所向け水産業技術支援・現場体験） 

水産業関連：小田原蒲鉾協同組合、有限会社伊勢兼商店、有限会社山上蒲鉾店、株式会社鈴松蒲鉾 

店、株式会社 COTE、株式会社籠清、株式会社庄司水産、平塚市漁業協同組合、 

山大商事株式会社、株式会社川長水産、重政商店 

 福祉関連 ：コスモス学園、ほうあん第一しおん、ゆう、あゆむ、ルプラン、ありんこホーム 

小田原支援センター、デューン小田原、小田原支援学校、クオケア、グランズ平塚、 

WELBE平塚北口センター、はたらっく ひらつか、ペガサス、平塚市社会福祉協議会 

Gサポート、湘南ロケット、茅ヶ崎 B型事業所連絡会 

 

【水産業福祉連携理解増進研修講座（水産業者向け・1回】 

 

 

地域 施設 実施日 対象 人数

1 小田原 小田原蒲鉾協同組合 4月24日 組合員 8
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【コーディネーター育成・9回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉事業所等への技術支援研修・7回】 

 

 

 

 

 

 

 

【現場体験 10回】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.水産業者と福祉事業者等とのマッチングの場づくり・4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域 施設 実施日 対象 人数

1 平塚 平塚市社会福祉協議会 5月1日 支援員 3

2 平塚 平塚市社会福祉協議会 5月29日 支援員 9

3 平塚 はたらっく・ひらつか 7月15日 支援員 2

4 小田原 デューン小田原 7月10日 支援員 2
5 茅ヶ崎 茅ヶ崎B型事業所連絡会 12月10日 支援員 16

6 小田原 小田原支援学校 1月28日 支援員 3

7 ZOOM 農福連携技術支援者ステップアップ研修 1月30日 支援員 163

8 平塚 平塚B型事業所研修会(はたらっくひらつか） 2月25日 支援員 9

9 小田原 伊勢兼商店/コスモス学園（水産庁） 2月10日 支援員 4

211

地域 施設 実施日 対象 人数

1 茅ヶ崎 重政商店/湘南ロケット 5月7日 支援員 1

2 小田原 山上蒲鉾店/コスモス学園 7月7日 支援員 1

3 小田原 伊勢兼商店/コスモス学園 7月28日 支援員 1

4 平塚 川長水産/はたらっく・ひらつか 10月20日 支援員 2

5 平塚 山大商事/ペガサス 10月23日 支援員 1

6 平塚 山大商事/クオケア 11月12日 支援員 2

7 平塚 山大商事/ペガサス 11月26日 支援員 1

9

地域 施設 実施日 対象 人数

1 茅ヶ崎 重政商店/湘南ロケット 6月5日 利用者 1

2 小田原 COTE/生活困窮者 6月27日 雇用予定者 1

3 小田原 伊勢兼商店/コスモス学園 7月28日 利用者 5
4 小田原 山上蒲鉾店/コスモス学園 7月28日 利用者 5
5 平塚 山大商事/ペガサス 10月23日 雇用予定者 1
6 平塚 山大商事/クオケア 11月12日 利用者 3
7 平塚 川長水産/はたらっく・ひらつか 11月17日 利用者 4

8 平塚 山大商事/ペガサス 11月26日 利用者 1

9 平塚 山大商事/ペガサス 11月27日 利用者 1

10 平塚 山大商事/ペガサス 11月28日 利用者 1

23

地域 施設 実施日 対象 人数

1 小田原 伊勢兼商店/あゆむ・ルプラン 6月3日 水産/支援員 6

2 小田原 伊勢兼商店/あゆむ・ルプラン 6月16日
水産/支援員・

利用者
11

3 小田原 鈴松蒲鉾店/ゆう・ほうあん第一しおん 6月26日 水産/支援員 3

4 小田原 籠清/ありんこホーム・小田原支援センター 9月12日 水産/支援員 7

27
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ウ.行政、水産業福祉当事者団体、民間等が一堂に会する水産業福祉連携推進研究会・2回 

 

 

 

 

 

 

エ.水産業福祉当事者の要望に応じた事業アドバイザーの派遣・1回 

  

オ.マッチング成立実績・継続 5件/新規 13件＝合計 18件、内 3件は満了の為 3/31現在 15件） 

参考：R5～R7 3年間のマッチング実績 

     マッチング件数・就労 20件・雇用 3件（合計・23件） 

     就労延べ人数・2,377人（実人数・415人） 就労日数・857日 

 

２．協議等 

神奈川県と中間支援組織との定例会の開催（1回/月）,月次報告書及びメール等で緊密に課題等を 

共有し遅滞なく事業が遂行できた。 

広報：a.小田原蒲鉾協同組合の定例会、平塚市社会福祉協議会、はたらっく ひらつか平塚 B型事業

所研修会、茅ヶ崎 B型事業所連絡会、小田原支援学校、農福連携技術支援者ステップアップ

研修にて説明会（普及目的）の機会を設けた。 

b.水福連携事業のマニュアルガイドブックと事例集を発行した。 

c.水福連携事業のウェブページは随時更新し普及・認知度向上に努めている。 

地域 基調講演 実施日 事例 人数

1 ZOOM 障がい福祉の観点から水福連携を考える 9月1日

山大商事（平
塚）・重政商店
（茅ヶ崎）・鮑
屋（小田原）

49

社会福祉法人　ひばり理事長　鈴木暢氏

2 ZOOM 今年度の取組み内容と来年度の方針について 3月18日

伊勢兼商店・
山上蒲鉾店・
鈴松蒲鉾店
（小田原）

40

水産庁
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d.その他、認知度向上の一環として事例紹介のエントリー等を積極的に行った。 

   ・水産庁より視察の問い合わせがあり、伊勢兼商店とコスモス学園（小田原）の取組状況を 

現地で視察し、意見交換等を実施した（水産庁 4名 神奈川県 2名 NPO3名）。 

 

３．その他、県内マッチング事例（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 地域づくり支援事業 

１．事業目的  

  地域づくりの中間支援者として、地域コーディネーターのスキルアップ、地域を共に創っていくた 

めに必要となる様々な関係者とのつながりや支え合いの仕組みを一緒に考えていくことを目的とす 

る。 

  

２．事業の具体的な内容 

ア．まちづくり夜語り＠小さな勉強会 

   コーディネーションのプロとして様々な取り組みを進められている宝楽陸寛氏を囲み、中間支援 

の「つながり」、「かかわり」の仕方、成果を生み出すノウハウについて学ぶ勉強会を開催した。

日 時：３月 21日（土）17：00～19：00  場所：ひらつか市民活動センター 

参加者：16名 

講 師：宝楽陸寛氏（(公財)泉北のまちと暮らしを考える財団理事長）  

 

イ． 共創のまち育てフォーラムの開催 

平塚市と協働で作成した「ひらつか地域活動の仕組みづくり note（R5）」の考え方をもとに昨年 

度実施した「HIRATSUKAまち・ひと・魅力づくりフォーラム」を踏まえ、 共に創っていくため 

に必要となる様々な関係者とのつながりや支え合いの仕組みをどう工夫していくか一緒に考えて 

いくフォーラムを実施した。 

日 時：令和８年３月 22日（日）13：30～16：00 場所：平塚市崇善公民館 

参加者：25名   

講 師：宝楽陸寛氏（(公財)泉北のまちと暮らしを考える財団理事長）  

ゲスト：梶田佳孝氏（東海大学建築都市学部教授） 

      沖野太志氏（神奈川中央交通（株）経営戦略担当課長） 

山大商事（株）×クオケア 

しらす釜揚げカレー＆トマ鯖カレーの箱の組立・封入・箱詰め 

（有）伊勢兼×コスモス学園 

さつま揚げの袋入れ作業・箱詰め 
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コメンテーター： 宝楽陸寛 氏 

コーディネータ： 鈴木奏到 

 

参加者の声（抜粋） 

・小さいグループを作り、ネットワーク化していくことで様々な取組みが進んでいく仕掛けが 

新鮮だった。 

・楽しいまちづくりのエンジンとする。やりたい・チャレンジするという声を拾うためには地 

域活動の場をつくり、声を引き出す・つなげる・地域の資源を共感し、まちづくりの方向性を 

市民・企業・行政が同じ方向を向いたまちづくりが必要と感じた。 

・”悦ぶ”の動機付け話しを伺い、地域支援を業務とする立場で地域福祉の担い手の好きな事・ 

得意な事は何だろうと改めて思い考えるきっかけになった。 

・平塚の魅力、プレーヤーとなる市民や企業が楽しいを共感できるまちづくりが重要。 

・包括支援センターでも大学や企業とのつながっていけると地域も活発になるかもと期待感が 

増した。 

 

ウ．その他活動 

平塚市「平塚駅周辺地区将来構想」に基づく社会実験「みんなのリビング inはと公園（新宿公園）」

にて、休憩ゾーン（芝生広場）での紙芝居の会の読み聞かせの企画運営に参画（11/30）  

 

（２）市民活動や地域活動及び地域社会の情報化やまちづくりの支援事業  

ア メディア事業 

・市民及び市民活動団体、地域活動団体、事業者等が発行するチラシやリーフレットの作成、WEBサイ

ト構築に関する相談と助言及び制作を行った。この活動を通して市民、市民活動団体、地域活動団体

の組織基盤強化と団体の自立に向けての後押しをすることができた。 

・既に取引があるクライアントから例年と同様の依頼があったのに加え、増刷や新規の作成依頼があっ

た。 

・動画に関する相談や依頼は増加した。 

・クライアントと適宜内容に応じて打ち合わせを行った。 

【実績】平塚市自治会連絡協議会様、横内中学校 PTA様、八幡商店会様、市議会議員様 

        新川端自治会様、楽らく吹き矢湘南なぎさ様 

 

イ スマホ・タブレットサロン 

・毎週木曜 10時～12時、市民活動センターを利用して IT支援（スマホ・タブレット・PCの使い方に

ついてマンツーマンまたはオンラインによる支援を行った。 

※サロン開催回数 49回、参加延べ人数 79人、講師として 3人が対応した。 

・ITスキルの高いシニア会員が中心となって６年目の継続開催。サロン形式でほぼ個別対応。受講生は

リピーターが多く「自分のペースで、知りたいことをピンポイントで教えてもらえる。」などの評判

あり。スマホの相談もあるが、PCに関する相談が中心となっている。 
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ウ ひらつか地域魅力ネットの運営 

・平塚の魅力発信を行うとともに市民活動・地域活動の情報発信の場、交流の場として活用していただ

くことを目的として実施した。 

・今年度は２名の東海大学インターンシップ生が２本、東海大学梶田研究室の学生９名が 4本の記事を

作成、掲載することができた。学生の豊な感性を生かした取材活動は今後の市民活動の活性化に大い

に寄与すると考える。 

 

（３）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 ア 農業者の暑熱環境に関するヒアリング調査事業（委託元：神奈川県環境科学センター） 

  ・農作業における暑熱環境の実態及び農業者の対策状況、課題、必要とされる支援等を把握し、今後の 

暑熱対策に対する指針を得ることを目的として、アンケート調査及びヒアリング調査を実施した。 

・調査は、平塚市、伊勢原市、大磯町、二宮町内で農業を営む個人または事業者を対象として実施し、 

アンケート調査 35件、ヒアリング調査 28件の回答を得た。 

・アンケート調査では、作業内容に関わらず屋外の高温時間帯での作業において多くの農業者が危険 

な体験をしており、暑熱環境による熱中症リスクを身近な問題として認識している状況が確認され 

た。また、水分補給や休憩の確保、作業時間の調整、空調ベストの活用など、農業者が様々な暑熱対 

策を実施していることが明らかとなった 

 

［法人運営に関する事項］  

 ●会員数  

令和８年３月末日時点     正会員（個人） 41名 正会員（団体） 1団体 賛助会員 8名 

アドバイザー 2名 

 ●第 13回定期総会（社員総会） 

  日時：令和７年５月 24日（日）1４：00～16：00 

  会場：ひらつか市民活動センター 

  正会員総数  41名  

出席者数   31名（うち出席者 19名、委任状 12名） 

 

（１）会議 

●理事会 

第 1回 4月 30日 第 2回 5月 24日① 第 3回 5月 24日② 

第 4回 ８月 1日 第５回 1０月 2９日 第６回 11月 16日 

第７回 ３月 24日   

議題：総会企画・議案、予算・決算、事業報告・計画、各事業部の進行状況管理 

ビジョン・ミッション再検討、次年度組織体制、市民活動センター人事、等 

 

●定例会   ★広報部会  ■MAIL NEWS（毎月 1日発行） 

●第 1回 10月 26日 ★第 1回 12月 19日 ★第 2回 1月 22日 
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★第３回 ２月 12日 ●第 5回 12月 14日忘年会  

●定例会について 

一般会員に向けての定例会を安定的に運営できず、各事業部のプロジェクトミーティングに置き換

えて実施した。会員相互の横断的な情報交換の場が作れなかったことが課題。 

★広報部会について 

法人のWebサイトの改善及び法人リーフレット改定に向けて広報部会を発足した。 

令和 8年度の総会にてお披露目ができるよう案を持ち寄って打合せを行った。 

●MAIL NEWS発行：会員間の情報共有を推進すべく毎月 1日に会員向けのMAIL NEWSを発行

した。活動内容を定期的に発信することで会員への理解・協力を呼び掛けることができた。 

 

 

（２）講師依頼等 令和 7年度 

 ・6月 20日 環境科学センター：県・市町村環境学習研修（連携・協働の推進） 

・7月 16日 倉田会地域包括支援センター講師（地域活動の促進） 

・10月 1日 横浜市鶴見区市民活動センター機能強化支援事業講師 

・11月 1日 神奈川県・大磯町男女共同参画推進市町村連携事業 講師 

・11月 22日 崇善地区合同研修会社会福祉協議会 講師 

・12月 17日 東京都北区協働担い手づくり研修講師 

・2月 3日 平塚市まちづくり事例表彰団体交流会ファシリテーター 

・3月 25日 平塚市職員向け協働研修会「ひらつか市民活動センターの役割」 

・4月～8月 平塚市企画課 協働推進課他「地域づくりのあり方検討チーム」講師＆伴走支援  

 ・4月 24日 神奈川県政策局いのち・未来戦略本部 かながわコミュニティ再生・活性化推進会議 

ファシリテーター 以降、アドバイザーとして出席 

・9月 17日 小田原市地域政策課 桜井地区自治会連合会 地域活動アドバイザー 派遣  

・11月 25日 鎌倉市地域のつながり課 自治町内会総連合研修会 講師  

・11月 26日 中井町地域防災課 自治会活動支援研修会 講師  

・12月 15日 小田原市地域政策課 桜井地区自治会連合会 地域活動アドバイザー 派遣  

・1月 14日 寒川町協働推進課「協働に関する職員研修会」講師 

・1月 15日 大和市つながり推進課 庁内研修「職員対象 課力アップ研修」講師  

・2月 2日,7日 厚木市市民協働推進課 自治会活性化講座 講師  

・3月 14日 伊勢原市協働推進課 自治会連合会理事研修 講師 

・大和市自治会連絡協議会 渋谷西ブロック アドバイザー派遣 

・大和市自治会連絡協議会 自治会長研修 ファシリテーター 

 

（３）各団体・行政・他機関等委員の受任 

茅ケ崎市市民活動推進委員（1名） 

かながわ協働推進協議会委員（1名） 

かながわコミュニティカレッジ運営委員（１名） 
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神奈川県アドバイザー相談業務委託団体等検討会委員（1名） 

公益財団法人 アイネット地域振興財団 選考委員会（1名） 

岩手県紫波町地域コミュニティ支援主任アドバイザー（地域活性化起業人）（1名） 

伊勢原市地方創生アドバイザー（1名） 

伊勢原市行財政改革推進委員（1名） 

新潟大学教育支援員（1名） 

県立平塚江南高校学校運営協議会委員（1名） 

平塚市立横内中学校学校運営協議会委員（1名 

平塚市真土地区青少年指導員(1名) 

 

 

（４）組織（役員）体制 令和７年度末時点 

理事長 坂田 美保子 副理事長 鈴木 奏到 

理事 氏家 真美 理事 梶田 佳孝 

理事 長谷川 正幸 理事 宮崎 道名 

監事（会計） 徳永 宣明氏 監事（事業） 斉藤 進氏 

アドバイザー 二宮 雄岳氏 事業アドバイザー 三浦 由理氏 

以上 


